抗悪性腫瘍薬
	アルキル化薬
	チオテパ

ブスルファン

イホスファミド

シクロホスファミド
	腫瘍(がん)細胞のDNAの一部をアルキル化してDNAの複製(合成)を阻害することにより抗がん作用を現す。

	代謝拮抗薬
	メルカプトプリン

(6-MP)
	1) プリン代謝拮抗薬である。
2) DNA合成経路を断ち切って腫瘍(がん)細胞のDNA合成を阻害する。


	
	フルオロウラシル

(5-FU)
	1) ピリミジン代謝拮抗薬である。
2) DNAの合成に必要な酵素(チミジル酸合成酵素)を抑制して、腫瘍(がん)細胞のDNA合成を阻害する。


	
	テガフール

カルモフール
	フルオロウラシル(5-FU)の、プロドラックである。
生体内で代謝されてフルオロウラシル(5-FU)となる。



	
	シタラビン
	腫瘍(がん)細胞の増殖に必要なDNAポリメラーゼを阻害し、腫瘍(がん)細胞のDNA合成を阻害する。


	
	メトトレキサート
	1) 葉酸代謝拮抗薬である。
2) DNAの合成に必要な酵素(ジヒドロ葉酸還元酵素) を抑制して、腫瘍(がん)細胞のDNA合成を阻害する。



	抗生物質
	ダウノルビシン

(ダウノマイシン)
	DNA2重らせん構造の隙間に入り込んで、腫瘍(がん)細胞のDNA合成を阻害する。



	
	ブレオマイシン
	活性酵素を発生させてDNAに障害を与える(DNAを切断する)。


	
	マイトマイシンC
	DNA2重らせん構造の隙間に入り込んで、橋(架橋)を形成し、腫瘍(がん)細胞のDNA合成を阻害する。



	ホルモン薬
	プレドニゾロン
デキサメタゾン
	メッセンジャーRNAの合成を抑制する。


	酵素薬
	L-アスパラギナーゼ
	腫瘍(がん)細胞の生育に必要なアミノ酸(アスパラギン酸)を分解し、腫瘍(がん)細胞の増殖を抑制する。



	天然由来物質
	ビンクリスチン
	腫瘍(がん)細胞の細胞分裂(有糸分裂)を抑制する。

(微小管チューブリンと結合)



	
	パクリタキセル
	腫瘍(がん)細胞の細胞分裂(有糸分裂)を抑制する。

(微小管チューブリンと結合)



	トポイソメラーゼ阻害薬
	エトポシド
	酵素(トポイソメラーゼII)阻害によりDNAを切断する。



	分子標的治療薬
	イマチニブ

ゲフィチニブ
	腫瘍(がん)細胞のみが必要とするタンパク質(酵素チロシンキナーゼなど)を阻害することにより抗がん作用を示す。




